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受益者の皆様へ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、ブラックロック・グローバル・インベストメント・シリーズ（以下「ファンド」といいます。）のサブ・ファ
ンドであるグローバル・アロケーション・ポートフォリオ（以下「ポートフォリオ」といいます。）は、このたび、
第8期（以下「当期」ということがあります。）の決算を行いました。ここに、運用状況をご報告いたします。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。

ポートフォリオの仕組みは次のとおりです。
ファンド形態 ルクセンブルグ籍オープンエンド契約型外国株式投資信託（米ドル建て／豪ドル建て／円建て）
信託期間 ファンドおよびポートフォリオは、存続期間を無期限として設定されています。なお、ポートフォ

リオは、2010年8月20日に運用が開始されました。
運用方針 ポートフォリオは、トータル・リターンの最大化を追求します。
主要投資対象 （ポートフォリオ）

ブラックロック・グローバル・ファンズのサブ・ファンドであるグローバル・アロケーション・ファ
ンド（以下「投資対象ファンド」または「ＢＧＦ－ＧＡＦ」といいます。）のクラスＸ投資証券
（投資対象ファンド）
全世界の民間企業および政府系発行体の両方の株式、債務証券および短期証券

ポートフォリオの
運用方法

（ポートフォリオ）
ポートフォリオは、投資目的を追求する上で、投資対象ファンドのクラスＸ投資証券に、「フィー
ダー・ファンド」として投資します。
ポートフォリオは、ファンド・オブ・ファンズの形態で運用されます。
（投資対象ファンド）
投資対象ファンドは、トータル・リターンの最大化を追求します。投資対象ファンドは、全世界的
に、民間企業および政府系発行体の両方の株式、債務証券および短期証券に、規定された制
限なく投資します。通常の市況において、投資対象ファンドは、総資産の少なくとも70％を民間
企業および政府系発行体の証券に投資します。投資対象ファンドは、通常、投資顧問会社によ
り、過小評価されていると判断される証券へ投資することを目指します。また、投資対象ファン
ドは、小規模会社および新興成長企業の株式に投資することができます。投資対象ファンドは、
債務証券への投資部分の一部をハイ・イールド固定利付の譲渡性のある証券に投資すること
もできます。通貨エクスポージャーは柔軟に管理されます。
投資目的の一環として、投資対象ファンドは、総資産の20％を上限として、投資適格格付か否
かに関わらず、資産担保証券（以下「ABS」といいます。）および不動産担保証券（以下「MBS」と
いいます。）に投資することができます。これらには、資産担保コマーシャル・ペーパー、債務担
保証券、モーゲージ担保証券、商業用不動産ローン担保証券、クレジットリンク債、不動産ロー
ン投資コンデュイット、住宅ローン担保証券およびシンセティック債務担保証券を含むことがあ
ります。ABSおよびMBSの原資産は、ローン、リースまたは債権（ABSの場合にはクレジットカー
ドの負債、自動車ローンおよび学生ローン、MBSの場合には規制および認可された金融機関
に帰属する商業ローンおよび住宅ローン等）を含むことがあります。投資対象ファンドが投資す
るABSおよびMBSは、投資者へのリターンを高めるためにレバレッジを利用することができま
す。特定のABSは、直接証券に投資することなく様々な発行体の証券のパフォーマンスへのエ
クスポージャーを得るために、クレジット・デフォルト・スワップまたはデリバティブのバスケット
といったデリバティブを利用して構築されることがあります。
投資対象ファンドの偶発転換社債へのエクスポージャーは、総資産の20％を上限とします。
投資対象ファンドは、投資目的および効率的なポートフォリオ運用の目的のためにデリバティ
ブを活用することがあります。

主な投資制限 ①ポートフォリオは、証券の空売りを行うことができず、またはショート・ポジションを維持する
ことができません。
②ポートフォリオは、原則として、ポートフォリオの純資産価額の10％（時価基準によります。）を
超えて借入れを行うことができません。
③管理会社が複数の投資信託またはポートフォリオを運用する場合、管理会社は、すべての当
該投資信託またはポートフォリオのために、全体において、一発行会社の議決権総数の15％
を超えて当該発行会社の株式に投資を行いません。
④ポートフォリオは、ポートフォリオの純資産価額の10％（時価基準によります。）を超えて、流
動性に欠ける、私募株式、抵当証券または非上場株式に投資を行うことができません。
⑤ポートフォリオが日本で募集される場合、一発行体から派生する株式、債券およびデリバ
ティブへのエクスポージャーは、原則として、それぞれポートフォリオの純資産総額の10％を
超えてはならず、また、上記のエクスポージャーの合計金額は、原則として、ポートフォリオの
純資産総額の20％を超えてはなりません。
なお、ポートフォリオは、デリバティブ取引等を行っていません。ただし、投資対象ファンドに
おいては、デリバティブ取引等を行っています。

分配方針 ポートフォリオについては、分配金の支払は予定されていません。
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Ⅰ．運用の経過および運用状況の推移等

(1）当期の運用経過および今後の運用方針

第7期末の1口当たり純資産価格：

クラスA受益証券（米ドル建て） 13.60米ドル

クラスA受益証券（豪ドル建て） 15.59豪ドル

クラスA受益証券（円建て） 100.18円

第8期末の1口当たり純資産価格：

クラスA受益証券（米ドル建て） 15.70米ドル
（分配なし）

クラスA受益証券（豪ドル建て） 18.05豪ドル
（分配なし）

クラスA受益証券（円建て） 113.49円
（分配なし）

騰落率：

クラスA受益証券（米ドル建て） 15.44％

クラスA受益証券（豪ドル建て） 15.78％

クラスA受益証券（円建て） 13.29％

■当期の1口当たり純資産価格等の推移について
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（注1）�ポートフォリオは分配を行わない方針であるため、分配金再投資1口当たり純資産価格は記載していません。
（注2）騰落率は、受益証券1口当たり純資産価格に基づき計算しています。
（注3）�ポートフォリオの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注4）�ポートフォリオにベンチマークは設定されていません。
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■1口当たり純資産価格の主な変動要因
　ポートフォリオは、合成指数（Ｓ＆Ｐ500®種指数36％、ＦＴＳＥワールド（除く米国）インデックス24％、バンク・オブ・ア
メリカ・メリルリンチ米国５年国債インデックス24％およびシティグループ（非米ドル）ワールド国債インデックス16％）
が17.6％の上昇であったのに対し、15.4％（米ドル・ベース）の上昇となりました。ポートフォリオは、投資対象ファンド
のクラスXに「フィーダー・ファンド」として投資しています。
　株式では、日本株およびインド株へのオーバーウェイト、ならびにエネルギーセクターのオーバーウェイトおよび銘柄
選択ならびに金融セクターにおける銘柄選択が、運用成績に貢献しました。
　債券への全体的なアンダーウェイトも、運用成績に好影響を及ぼしました。その一方で、米国へのアンダーウェイトが
運用成績にマイナスの影響を与え、情報技術（IT）、ヘルスケア、工業および生活必需品セクターにおける銘柄選択は、
相対的なリターンに悪影響を与えました。ユーロへのアンダーウェイトもまた、運用成績の重荷となりました。

■分配金について
　該当事項はありません。

■投資環境について
　世界の株式市場は、堅調な経済データと緩やかなインフレにより、当期（2017年２月１日～2018年１月31日）を通じ
て順調に上昇しました。当期の大半は、専ら、米国およびアジアの高値のついたいくつかのテクノロジー企業によって
牽引されました。この状況は、当期の終盤から、より広範囲の株式が値上がりする状況に移行し始めました。
　米国の市場は、景気の改善および「FANGs」（フェイスブック、アマゾン、ネットフリックス、グーグル）の堅調な業績に
支えられ、引き続き好調でした。これらの巨大テクノロジー企業は、引き続き力強い収益および成長を果たしました。当
期の終盤にかけては、見落とされていたセクターが再び投資家の関心を集めたことで、市場を牽引する銘柄が多様化
し始める兆候が見られました。
　欧州では、フランスおよびオランダにおいてポピュリズムの候補者の敗北により政治的リスクが取り払われたこと
で、投資家は経済活動から生じた良い経済ニュースに集中することができました。欧州の国内総生産（GDP）の伸びは
米国を上回り、欧州内のほぼ全ての国が好調でした。しかし、欧州の市場は、フランス大統領選直後の当初の回復の
後、当期の後半にかけては低迷し、世界の国々に遅れを取りました。
　日本は、引き続きその力強い景気回復で市場を驚かせました。財政および金融刺激策は、より高い成長を生み出すこ
とに成功しています。第４四半期においては成長が鈍化したものの、８四半期連続で成長を遂げました。これは、1989
年以来最長の連続プラス成長です。日本銀行は、引き続き金融緩和政策を維持しており、黒田東彦総裁は、金融緩和
政策を「安定的に持続させ」、また「必要な時」まで日本銀行がその政策を継続するものとしています。
　新興市場は、当期を通じて好調でした。保護主義の加速への懸念が緩和され、アジア市場は回復しました。また、投
資家らが収益に明白な伸びがみられる企業を求めたため、中国の巨大テクノロジー企業が市場を牽引しました。ブラジ
ル、ロシアおよびアジア以外のその他の新興経済国の数値は、アジア市場ほどの上昇は見られませんでしたが、コモ
ディティの改善見通しから恩恵を受けました。
　先進国市場における国債の利回りは、金利の上昇にもかかわらず、当期の大半を通じて安定していました。しかし、８
月にこの状況が変わり、米10年国債の利回りは、それまでの６か月間における２％の低水準から急激に変動し、１月まで
に３％近くまで上昇しました。この間、信用スプレッドは引き続き縮小しました。

■ポートフォリオについて
　以下は、投資対象ファンドに関する報告です。
　当期、引き続き地域、銘柄、資産配分等に運用制限を設けず、世界各国の魅力的と判断される銘柄に分散投資を行
いました。

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄
　当期末現在における投資有価証券等の主な銘柄については、後記「Ⅳ. ファンドの経理状況」の「（３）投資有価証券
明細表等」をご参照ください。

■今後の運用方針
　今後も引き続き、投資方針に従って、ポートフォリオの運用を行う方針です。
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(2）費用の明細

項　　目 項目の概要
年間管理報酬 0.75％ 約款に定める管理会社としての業務の対価として、管理会社に支払われます。

年間販売報酬 0.70％ 投資者からの申込みまたは買戻請求を管理会社に取り次ぐ等の業務の対価として、販売会
社に支払われます。

年間代行協会員報酬 0.05％
受益証券１口当たり純資産価格の公表および受益証券に関する目論見書、決算報告書その
他の書類の日本における販売会社に対する送付等の業務の対価として、代行協会員に支払
われます。

その他の費用（当期） 0.03％
保管報酬、管理事務代行会社報酬、名義書換事務代行会社報酬、管理業務会社手数料、運
営に関するすべての費用（税金、法務および監査費用（弁護士に支払う開示書類の作成・届
出業務等に係る報酬および監査人等に支払う監査に係る報酬等）を含みます。）、ルクセンブ
ルグの年次税および所有する有価証券等の取引関連手数料等として支払われました。

（注1）�各報酬については、目論見書に定められている純資産総額に対する料率を記載しています。「その他の費用（当期）」には運用状況等により変動す
るものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額をポートフォリオの当期末の純資産総額で除して100を乗じた比率を
表示していますが、実際の比率とは異なります。

（注2）�各項目の費用は、ポートフォリオが組み入れている投資対象ファンドの費用を含みません。
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Ⅱ．運用実績 

（１）投資状況 

 資産別および地域別の投資状況 

  （2018年５月末日現在）

資産の種類 国名 
時価合計 
（米ドル） 

投資比率（注） 
（％） 

投資証券 ルクセンブルグ 407,885,681.64 100.23 

投資資産合計 407,885,681.64 100.23 

現金およびその他の資産（負債控除後） －917,652.08 －0.23 

合計（純資産総額） 
406,968,029.56 

（約44,237百万円）
100.00 

（注）投資比率とは、純資産総額に対する当該資産の時価の比率をいう。以下、別段の記載がない限り同様とする。 

 

（２）投資資産 

① 投資有価証券の主要銘柄 

      （2018年５月末日現在）

順位 銘柄 国名 種類 口数 

米ドル 
投資
比率

（％）
取得金額 時価 

単価 金額 単価 金額 

１． 

BlackRock Global Funds - 
Global Allocation Fund X 
Class non-distributing 
share 

ルクセン 
ブルグ 

投資証券 4,093,648.57 58.17 238,145,417.68 67.36 275,748,167.61 67.76

２． 

BlackRock Global Funds - 
Global Allocation Fund X 
Class non-distributing 
share AUD hedged 

ルクセン 
ブルグ 

投資証券 5,945,342.89 13.59 80,809,466.39 14.71 87,459,859.26 21.49

３． 

BlackRock Global Funds - 
Global Allocation Fund X 
Class non-distributing 
share JPY hedged 

ルクセン 
ブルグ 

投資証券 4,378,773.40 9.96 43,604,248.55 10.20 44,677,654.77 10.98
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＜参考情報＞ 

ＢＧＦ－ＧＡＦの組入株式上位10銘柄 

    （2018年５月末日現在）

順位 銘柄 
投資比率
（％） 

順位 銘柄 
投資比率
（％） 

１ APPLE INC 2.4 ６ ALPHABET INC CLASS C 1.0

２ MICROSOFT CORP 1.9 ７ DOWDUPONT INC 0.9

３ FACEBOOK CLASS A INC 1.6 ８ KONINKLIJKE PHILIPS NV 0.9

４ AMAZON COM INC 1.1 ９ BANK OF AMERICA CORP 0.9

５ COMCAST A CORP 1.1 10 WILLIAMS INC 0.8

（注１）投資比率とは、ＢＧＦ－ＧＡＦの純資産価額に対する当該資産の時価の比率をいう。 

（注２）株式以外の組入銘柄については、ＢＧＦ－ＧＡＦにより開示されていないため、本書に記載することができな

い。 

 

② 投資不動産物件 

 該当事項なし（2018年５月末日現在）。 

 

③ その他投資資産の主要なもの 

 該当事項なし（2018年５月末日現在）。 

 



 

－  － 
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（３）運用実績 

 以下は、クラスＡ受益証券（米ドル建て）、クラスＡ受益証券（豪ドル建て）およびクラスＡ

受益証券（円建て）に関する運用実績である。クラスＡ受益証券（米ドル建て）およびクラスＡ

受益証券（豪ドル建て）は、2010年８月20日から、クラスＡ受益証券（円建て）は、2016年８月

17日から運用を開始した。 

 以下に記載する運用実績は、本書作成日現在および過去のものであり、今後の運用成果を保証

するものではない。 

① 純資産の推移 

 下記の各会計年度末および当期中の各月末における純資産の推移は、以下のとおりである。 

 

クラスＡ受益証券（米ドル建て） 

 
純資産総額 １口当たり純資産価格 

米ドル 円 米ドル 円 

第１会計年度末 
（2011年１月31日） 

128,592,128.05 13,977,964,319 11.12 1,209

第２会計年度末 
（2012年１月31日） 

251,756,827.12 27,365,967,108 11.10 1,207

第３会計年度末 
(2013年１月31日) 

205,188,992.17 22,304,043,449 11.82 1,285

第４会計年度末 
（2014年１月31日） 

175,576,004.04 19,085,111,639 12.76 1,387

第５会計年度末 
（2015年１月31日） 

295,225,104.70 32,090,968,881 13.25 1,440

第６会計年度末 
（2016年１月31日） 

316,958,633.62 34,453,403,474 12.38 1,346

第７会計年度末 
（2017年１月31日） 

289,263,321.67 31,442,923,066 13.60 1,478

第８会計年度末 
（2018年１月31日） 

296,696,326.17 32,250,890,655 15.70 1,707

2017年２月末日 294,167,173.23 31,975,971,730 13.86 1,507

３月末日 283,846,874.33 30,854,155,240 13.94 1,515

４月末日 280,841,035.53 30,527,420,562 14.11 1,534

５月末日 278,132,937.72 30,233,050,330 14.31 1,555

６月末日 274,760,800.99 29,866,499,068 14.36 1,561

７月末日 276,661,337.49 30,073,087,385 14.63 1,590

８月末日 273,744,588.57 29,756,036,778 14.65 1,592

９月末日 268,709,587.83 29,208,732,197 14.73 1,601

10月末日 273,395,671.24 29,718,109,464 14.87 1,616

11月末日 274,927,495.18 29,884,618,726 15.04 1,635

12月末日 278,109,947.68 30,230,551,313 15.16 1,648

2018年１月末日 296,696,326.17 32,250,890,655 15.70 1,707



 

－  － 
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クラスＡ受益証券（豪ドル建て） 

 
純資産総額 １口当たり純資産価格 

豪ドル 円 豪ドル 円 

第１会計年度末 
（2011年１月31日） 

37,363,858.17 3,076,913,720 11.26 927

第２会計年度末 
（2012年１月31日） 

53,771,317.24 4,428,067,975 11.53 949

第３会計年度末 
(2013年１月31日) 

40,614,375.78 3,344,593,845 12.63 1,040

第４会計年度末 
（2014年１月31日） 

34,240,112.57 2,819,673,270 13.95 1,149

第５会計年度末 
（2015年１月31日） 

48,452,935.06 3,990,099,202 14.81 1,220

第６会計年度末 
（2016年１月31日） 

61,980,569.52 5,104,099,900 14.04 1,156

第７会計年度末 
（2017年１月31日） 

80,466,681.28 6,626,431,203 15.59 1,284

第８会計年度末 
（2018年１月31日） 

108,743,816.21 8,955,053,265 18.05 1,486

2017年２月末日 82,652,879.82 6,806,464,653 15.90 1,309

３月末日 83,085,830.20 6,842,118,117 15.99 1,317

４月末日 85,248,979.85 7,020,253,491 16.19 1,333

５月末日 90,612,429.84 7,461,933,597 16.43 1,353

６月末日 90,014,728.98 7,412,712,932 16.50 1,359

７月末日 88,939,987.88 7,324,208,002 16.80 1,383

８月末日 89,203,748.45 7,345,928,685 16.83 1,386

９月末日 88,957,305.01 7,325,634,068 16.93 1,394

10月末日 91,313,179.54 7,519,640,335 17.09 1,407

11月末日 96,291,525.59 7,929,607,132 17.30 1,425

12月末日 103,546,536.16 8,527,057,253 17.43 1,435

2018年１月末日 108,743,816.21 8,955,053,265 18.05 1,486
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クラスＡ受益証券（円建て） 

 純資産総額 １口当たり純資産価格 

 円 円 

第７会計年度末 
（2017年１月31日） 

698,776,280.91 100.18 

第８会計年度末 
（2018年１月31日） 

3,782,919,157.89 113.49 

2017年２月末日 817,121,988.95 102.02 

３月末日 787,672,182.78 102.36 

４月末日 853,675,160.28 103.60 

５月末日 1,229,568,305.68 104.91 

６月末日 1,718,161,261.80 105.14 

７月末日 1,976,014,757.26 106.81 

８月末日 2,187,152,802.88 106.87 

９月末日 2,935,069,896.80 107.27 

10月末日 3,003,161,206.29 108.14 

11月末日 3,166,716,490.76 109.30 

12月末日 3,418,486,204.09 109.79 

2018年１月末日 3,782,919,157.89 113.49 

 

＜参考情報＞ 
 

 

② 分配の推移 

 該当事項なし。 
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③ 収益率の推移 

会計年度 

収益率（％）（注） 

クラスＡ受益証券 
（米ドル建て） 

クラスＡ受益証券 
（豪ドル建て） 

クラスＡ受益証券 
（円建て） 

第１会計年度 11.20 12.60 － 

第２会計年度 －0.18 2.40 － 

第３会計年度 6.49 9.54 － 

第４会計年度 7.95 10.45 － 

第５会計年度 3.84 6.16 － 

第６会計年度 －6.57 －5.20 － 

第７会計年度 9.85 11.04 0.18 

第８会計年度 15.44 15.78 13.29 

（注）収益率（％）＝100×（ａ－ｂ）／ｂ 

ａ＝会計年度末の１口当たり純資産価格（当該会計年度の分配金の合計額を加えた額） 

ｂ＝当該会計年度の直前の会計年度末の１口当たり純資産価格（分配金落ちベース） 

ただし、第１会計年度については、当初募集価格（クラスＡ受益証券（米ドル建て）については10.00米ド

ル、クラスＡ受益証券（豪ドル建て）については10.00豪ドル）とする。また、クラスＡ受益証券（円建

て）の第７会計年度については、当初募集価格（100円）とする。 

 

＜参考情報＞ 
 

 
（注１）収益率（％）＝100×（ａ－ｂ）／ｂ 

ａ＝上記各暦年末の１口当たり純資産価格（当該各暦年の分配金の合計額を加えた額） 

ｂ＝当該各暦年の直前の各暦年末の１口当たり純資産価格（分配金落ちベース）。ただし、2010年について

は、当初募集価格（クラスＡ受益証券（米ドル建て）については10.00米ドル、クラスＡ受益証券（豪ド

ル建て）については10.00豪ドル）とする。また、クラスＡ受益証券（円建て）の2016年については、当

初募集価格（100円）とする。 

（注２）クラスＡ受益証券（米ドル建て）およびクラスＡ受益証券（豪ドル建て）の2010年については８月20日から年



 

－  － 
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末までの収益率を、クラスＡ受益証券（円建て）の2016年については８月17日から年末までの収益率を記載し

ている。また、2018年については年初から５月末日までの収益率を記載している。 

※ポートフォリオにはベンチマークはない。 
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（４）販売及び買戻しの実績 

 下記の各会計年度における販売および買戻しの実績ならびに下記の各会計年度末現在の発行済

口数は、以下のとおりである。 

会計年度 クラス 販売口数 買戻口数 発行済口数 

第１会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

13,997,009 
(13,997,009) 

2,428,897 
(2,428,897) 

11,568,112 
(11,568,112) 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

4,511,639 
(4,511,639) 

1,192,037 
(1,192,037) 

3,319,602 
(3,319,602) 

第２会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

19,271,504 
(19,271,504) 

8,151,541 
(8,151,541) 

22,688,075 
(22,688,075) 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

3,986,080 
(3,986,080) 

2,643,534 
(2,643,534) 

4,662,148 
(4,662,148) 

第３会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

1,953,442 
(1,953,442) 

7,279,203 
(7,279,203) 

17,362,314 
(17,362,314) 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

296,337 
(296,337) 

1,743,547 
(1,743,547) 

3,214,938 
(3,214,938) 

第４会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

9,286,723 
(9,284,929) 

12,893,517 
(12,893,517) 

13,755,520 
(13,753,726) 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

1,398,495 
(1,398,495) 

2,159,067 
(2,159,067) 

2,454,366 
(2,454,366) 

第５会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

14,409,470 
（14,406,769） 

5,885,788 
（5,885,787） 

22,279,202 
（22,274,708） 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

1,921,257 
（1,921,257） 

1,103,183 
（1,103,183） 

3,272,440 
（3,272,440） 

第６会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

9,545,857 
（9,544,808） 

6,218,319 
（6,216,655） 

25,606,740 
（25,602,861） 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

2,106,804 
（2,106,804） 

964,696 
（964,696） 

4,414,548 
（4,414,548） 

第７会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

2,907,061 
（2,907,061） 

7,246,085 
（7,242,206） 

21,267,716 
（21,267,716） 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

1,852,137 
（1,852,137） 

1,105,740 
（1,105,740） 

5,160,945 
（5,160,945） 

クラスＡ受益証券
（円建て） 

10,706,132 
（10,705,102） 

3,730,721 
（3,730,721） 

6,975,411 
（6,974,381） 

第８会計年度 

クラスＡ受益証券
（米ドル建て） 

15,450,896 
（2,694,046） 

17,822,349 
（13,858,311） 

18,896,263 
（10,103,451） 

クラスＡ受益証券
（豪ドル建て） 

3,504,291 
（2,436,190） 

2,641,139 
（2,154,582） 

6,024,097 
（5,442,553） 

クラスＡ受益証券
（円建て） 

41,066,602 
（1,365,477） 

14,709,545 
（8,339,858） 

33,332,468 
（0） 

（注１）クラスＡ受益証券（円建て）は、2016年８月１日より販売された。 

（注２）（ ）の数は本邦内における販売、買戻しおよび発行済口数である。 

（注３）第１会計年度の販売口数および第７会計年度のクラスＡ受益証券（円建て）の販売口数には、当初申込期間中

の販売口数を含む。 
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（注４）第８会計年度については、本邦内と本邦外の口座間で行われた受益証券の振替を販売および買戻しの各口数に

反映した数値を記載している。したがって、これを反映していない財務書類の数値とは異なっている。 
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Ⅲ．純資産額計算書 
  （2018年１月末日現在）

  
米ドル 

（ⅣおよびⅤを除く） 
千円 

（ⅣおよびⅤを除く）

Ⅰ 資産総額  425,610,628 46,263,875

Ⅱ 負債総額  6,058,459 658,554

Ⅲ 純資産総額（Ⅰ－Ⅱ）  419,552,169 45,605,321

Ⅳ 発行済口数 クラスＡ受益証券（米ドル建て） 18,896,263口 

 クラスＡ受益証券（豪ドル建て） 6,024,097口 

 クラスＡ受益証券（円建て） 33,332,468口 

Ⅴ １口当たり純資産価格 クラスＡ受益証券（米ドル建て） 15.70米ドル 1,707円

 クラスＡ受益証券（豪ドル建て） 18.05豪ドル 1,486円

 クラスＡ受益証券（円建て） 113.49円 

 



 

－  － 
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Ⅳ．ファンドの経理状況 

 

ａ．本書記載のファンドの邦文の財務書類（以下「邦文の財務書類」という。）は、ルクセンブルグ

における諸法令及び一般に公正妥当と認められる会計原則に準拠して作成された原文の財務書類

（以下「原文の財務書類」という。）の翻訳に、下記の円換算額を併記したものである。ファンド

の財務書類の日本における開示については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規

則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下「財務諸表等規則」という。）第131条第５項ただし書の規

定が適用されている。 

 邦文の財務書類には、財務諸表等規則に基づき、原文の財務書類中の米ドル及び豪ドル表示の金

額のうち主要なものについて円換算額が併記されている。日本円への換算には、2018年５月31日の

株式会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信直物売買相場の仲値である、１米ドル＝108.70円及び１豪ド

ル＝82.35円の為替レートが使用されている。 

 円換算額は原文の財務書類には記載されておらず、下記ｂの監査証明に相当すると認められる証

明の対象になっていない。 

 

ｂ．原文の財務書類は、外国監査法人等（「公認会計士法」（昭和23年法律第103号）第１条の３第

７項に規定されている外国監査法人等をいう。）であるデロイト・オーディット（ファンドの本国

における独立登録会計事務所）から、「金融商品取引法」（昭和23年法律第25号）第193条の２第

１項第１号に規定されている監査証明に相当すると認められる証明を受けている。その監査報告書

の原文及び訳文は、本書に掲載されている。 
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（１）貸借対照表 

グローバル・アロケーション・ポートフォリオ 

純資産計算書 

2018年１月31日現在 

 

 注記 米ドル  千円 

資産    

有価証券ポートフォリオ－原価  345,672,999  37,574,655 

未実現利益  74,507,659  8,098,983 

有価証券ポートフォリオ－時価 2(a) 420,180,658  45,673,638 

投資売却未収入金 2(a) 2,070,923  225,109 

ファンド受益証券販売未収入金 2(a) 2,801,402  304,512 

その他の資産  557,645  60,616 

資産合計  425,610,628  46,263,875 

負債    

当座借越 2(a) 1,371,919  149,128 

投資購入未払金 2(a) 1,405,578  152,786 

ファンド受益証券買戻未払金 2(a) 2,068,116  224,804 

未払費用及びその他の負債 4,5,6,7,8 1,212,846  131,836 

負債合計  6,058,459  658,554 

純資産合計  419,552,169  45,605,321 

 

 37ページから42ページ（訳者注：原文のページ）の注記は、当財務諸表の不可欠な一部である。 
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グローバル・アロケーション・ポートフォリオ 

３年間の純資産価額の要約 

2018年１月31日現在 

 

  2018年１月31日現在 2017年１月31日現在  2016年１月31日現在 

  (米ドル) (千円) (米ドル) (千円)  (米ドル)  (千円) 

 純資産合計  419,552,169 45,605,321 356,660,236 38,768,968 360,936,945 39,233,846

     

 １口当たり純資産額：     

   (米ドル) (円) (米ドル) (円)  (米ドル)  (円) 

  クラスＡ無分配型受益証券  15.70 1,707 13.60 1,478  12.38 1,346 

     

   (豪ドル) (円) (豪ドル) (円)  (豪ドル)  (円) 

  クラスＡ無分配型受益証券 
(豪ドル建) 

 18.05 1,486 15.59 1,284 14.04 1,156

          

   (円)  (円)    (円) 

  クラスＡ無分配型受益証券 
(日本円建) 

 113.49 100.18  －

 

 

  37ページから42ページ（訳者注：原文のページ）の注記は、当財務諸表の不可欠な一部である。 
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（２）損益計算書 

グローバル・アロケーション・ポートフォリオ 

損益計算書及び純資産変動計算書 

2018年１月31日に終了した年度 

 

 注記 米ドル  千円 

期首純資産  356,660,236  38,768,968 

    

収益    

銀行受取利息 2(c) 5,421  589 

その他の収益  279,654  30,398 

収益合計  285,075  30,988 

    

費用    

管理報酬 ４ 2,726,361  296,355 

販売報酬 ４ 2,726,361  296,355 

弁護士報酬  17,852  1,941 

管理調整報酬 ５ 90,879  9,879 

名義書換事務代行報酬  6,729  731 

費用合計  5,568,182  605,261 

投資純損失  (5,283,107) (574,274)

    

投資実現利得 2(a),2(b) 21,249,688  2,309,841 

投資実現損失 2(a),2(b) (2,149,292) (233,628)

実現純損失：    

外国通貨取引及び為替予約 2(d),2(e) (792,156) (86,107)

当期実現純利得 18,308,240  1,990,106 

   

（続く）   
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 注記 米ドル  千円 

投資未実現利益の変動 46,146,755  5,016,152 

投資未実現損失の変動 365,533  39,733 

未実現利益の純変動：   

外国通貨取引及び為替予約 2(d),2(e) 490 53 

当期の未実現利益の純変動 46,512,778  5,055,939 

営業活動による純資産の増加 59,537,911  6,471,771 

   

受益証券の増減   

受益証券の発行による正味受取額 139,657,177  15,180,735 

受益証券の買戻による正味支払額 (136,303,155) (14,816,153)

受益証券の増減による純資産の増加 3,354,022 364,582 

   

期末純資産 419,552,169  45,605,321 

   

 

37ページから42ページ（訳者注：原文のページ）の注記は、当財務諸表の不可欠な一部である。 
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グローバル・アロケーション・ポートフォリオ 

発行済受益証券変動計算書 

2018年１月31日現在 

 

 期首発行済 

受益証券口数 

発行受益証券 

口数 

買戻受益証券 

口数 

期末発行済 

受益証券口数 

クラスＡ無分配型受益証券 21,267,716 5,090,755 7,462,208 18,896,263 

クラスＡ無分配型受益証券 

（豪ドル建） 
5,160,945 2,589,151 1,725,999  6,024,097

クラスＡ無分配型受益証券 

（日本円建） 
6,975,411 32,726,744 6,369,687 33,332,468

 

 37ページから42ページ（訳者注：原文のページ）の注記は、当財務諸表の不可欠な一部である。 
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（３）投資有価証券明細表等 

グローバル・アロケーション・ポートフォリオ 

投資明細表 

2018年１月31日現在 

 

集団投資スキーム1  

保有高  銘柄 
時価 

（米ドル） 
純資産比率
（％） 

  ルクセンブルグ   

4,220,752   
BlackRock Global Funds - Global Allocation Fund 

X Class non-distributing share 
297,225,325  70.84 

5,354,853   
BlackRock Global Funds - Global Allocation Fund 

X Class non-distributing share AUD hedged 
88,212,617  21.03 

3,247,326   
BlackRock Global Funds - Global Allocation Fund 

X Class non-distributing share JPY hedged 
34,742,716  8.28 

 420,180,658  100.15 

集団投資スキーム合計 420,180,658  100.15 

有価証券ポートフォリオ－時価 420,180,658  100.15 

 

その他の純負債 (628,489) (0.15)

純資産合計（米ドル） 419,552,169  100.00 

  

1 関連当事者のファンドに対する投資である。詳細については、注記９を参照のこと。 

 

 グローバル・アロケーション・ポートフォリオは、「フィーダー・ファンド」として、ブラックロック・グローバ

ル・ファンズのサブ・ファンドであるグローバル・アロケーション・ファンドのクラスＸに投資している。直近のブ

ラックロック・グローバル・ファンズ（グローバル・アロケーション・ファンドのクラスＸ無分配型投資証券、豪ドル

建クラスＸ無分配型投資証券(ヘッジ有)及び日本円建クラスＸ無分配型投資証券(ヘッジ有)を含む。）の年次報告書及

び財務諸表（監査済）並びに半期報告書（無監査）の写しは、www.blackrock.comにて、または要求に応じてブラック

ロック・グローバル・ファンズの登記上の事務所及び各国のブラックロック投資家サービス・チームから入手可能であ

る。ブラックロック・グローバル・ファンズの登記上の事務所は、ルクセンブルグ大公国、ルクセンブルグ Ｌ―2453、

ユージェーヌ・リュペール通り2-4番に所在している。 

 
セクター別内訳 

2018年１月31日現在 

  純資産比率(％) 

集団投資スキーム  100.15 

有価証券ポートフォリオ－時価  100.15 

その他の純負債  (0.15)

  100.00 

 

37ページから42ページ（訳者注：原文のページ）の注記は、当財務諸表の不可欠な一部である。 
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ブラックロック・グローバル・インベストメント・シリーズ 

財務諸表に対する注記 

2018年１月31日現在 

 

１ 組織 

 ブラックロック・グローバル・インベストメント・シリーズ（以下「当ファンド」という。）は、

ルクセンブルグ大公国の法律に基づいて設定されたオープン・エンド型契約型投資信託（fonds 

commun de placement）である。当ファンドは、投資信託に関連した2010年12月17日付の法律（改正

後）（以下「2010年法」という。）のパートⅡに基づいて設定された。当ファンドは、2011年６月８

日付の欧州議会及び理事会のオルタナティブ投資ファンド運用会社に関するEU指令第2011/61号（以

下「ＡＩＦＭＤ」という。）、並びにオルタナティブ投資ファンド運用会社に関する2013年７月12日

付のルクセンブルグの法律（改正後）（以下「2013年法」という。）に準拠して、オルタナティブ投

資ファンド（以下「ＡＩＦ」という。）としての資格を有している。 

管理会社は、当ファンドのオルタナティブ投資ファンド運用会社（以下「ＡＩＦＭ」という。）で

はない。そして、ＡＩＦＭＤの意義の範囲内で当ファンドに対してポートフォリオ及びリスク管理機

能を実行するために、ブラックロック・アセット・マネジメント・シュワイツ・アー・ゲー（以下

「投資運用会社」という。）を選任している。現在、投資運用会社は認可されたＡＩＦＭではない。 

 2018年１月31日現在、当ファンドは、５つのポートフォリオの受益証券を販売していた。これらは、

グローバル・アロケーション・ポートフォリオ、世界株式インカム・ポートフォリオ、インカム・ス

トラテジー・ポートフォリオ、スーパー・マネー・マーケット・ファンド及びワールド・インカム・

ポートフォリオ（以下各々を「ポートフォリオ」、総称して「全ポートフォリオ」という。）であっ

た。各ポートフォリオは、異なる投資目的を持ち、異なる種類の譲渡可能有価証券又は市場商品に投

資する。 

 各ポートフォリオは、独立した資産プールであり、各ポートフォリオの独立した受益証券で表象さ

れる。独立した受益証券は、受益証券クラスに細分化されている（付録Ⅰに詳述）。 

 各受益証券クラスは当ポートフォリオに対して同等の権利を有しているが、特徴及び手数料の構造

はそれぞれ異なり、これについては当ファンドの目論見書において詳述されている。 

 

当年度中の重要な事象 

新たな目論見書を2017年12月８日付で発行した。 

 

２ 重要な会計方針の要約 

 財務諸表は、ルクセンブルグで一般に公正妥当と認められる会計原則、並びにルクセンブルグの投

資会社に関するルクセンブルグの当局によって規定された財務諸表の作成に関連する法律上及び規制

上の要求に準拠して作成されており、以下の重要な会計方針が含まれている。 

 

(a）投資及びその他の資産の評価 

当ファンドの投資及びその他の資産は以下のように評価されている。 

マネー・マーケット以外のポートフォリオ 

・ ターム・ローンは、証券取引所に上場されていない。純資産価額（以下「ＮＡＶ」という。）

の決定において、当ファンドは、管理会社の取締役会が承認した価格決定機関より提供される

ターム・ローンの評価額を利用する。通常、価格決定機関は、相場が容易に入手できる場合に

は、買呼値でターム・ローンを評価する。相場が容易に入手できないターム・ローンの場合に

は、価格決定機関が評価額決定のための価格決定マトリックスを使用して決定した一貫性のあ
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る公正な市場価値で評価している。価格決定機関の手続及び評価方法は、管理会社の取締役会

の全般的な監督のもと、関連するポートフォリオの投資顧問会社（以下「投資顧問会社」とい

う。）のレビュ―を受ける。管理会社の取締役会は、価格決定機関の利用がターム・ローンの

評価額決定の公正な方法であると誠実に判断している。 

・ 組入証券は、持分証券、債券及びその他の債務商品（短期債務を除くが、上場証券を含む。）

で構成されている。これらの有価証券は、１つ又は複数の価格決定機関が市場情報や、類似の

証券取引、機関トレーダー間で一般に認識されている証券間の多様な関係性を用いて通常の機

関投資家の取引規模を単位として決定した価格に基づき評価される。 

・ 証券取引所に上場されている又はその他の規制市場で取引されている組入証券は、世界株式イ

ンカム・ポートフォリオ（評価日現在のルクセンブルグ時間午後４時（以下「関連時刻」とい

う。）時点で入手可能な最終の価格で評価される。）を除き、評価日の直前営業日の営業終了

時点で入手可能な最終の当該取引所又は市場の価格で評価される。ある特定の有価証券につい

て取引がなかった場合の有価証券の価格は、関連時刻において入手可能な直近の買呼値とする

か、一定の場合には、当該有価証券の主要な市場である取引所の直近の取引価格、又はＮＡＳ

ＤＡＱ等の店頭（以下「ＯＴＣ」という。）市場が主要な市場である有価証券については直近

の買呼値で評価される。 

・ オープン・エンド型の集団投資スキームに対する投資は、当該集団投資スキームの受益証券の

直近の入手可能な純資産価額で評価される。 

・ 証券取引所に上場されていない又はその他の規制市場で取引されていない固定利付証券は、１

つ又は複数のディーラー又は価格決定機関から入手した利用可能な直近の買呼値又は利回り相

当額により評価される。ＯＴＣ市場で取引されている有価証券は、入手可能な直近の買呼値で

評価される。複数の取引所で取引されている有価証券は、管理会社の取締役会により又はその

指示により主要な市場に指定された取引所に基づいて評価される。ＯＴＣ市場及び証券取引所

の両方で取引されている組入証券は、最も活発な、最も代表的な市場に従って評価される。 

・ 市場の相場が容易に入手できない有価証券及び資産は、管理会社の取締役会により又はその指

示により誠実に算定された公正価値により評価される。 

2018年１月31日現在、当該公正価値調整を適用した有価証券は、下表のとおりである。 

 

ファンド  通貨 
公正価値で評価した 
有価証券の市場価値 

 
純資産に 

対する割合 

インカム・ストラテジー・ポートフォリオ  米ドル 14,831,039  3.85％

 

スーパー・マネー・マーケット・ファンド 

・ 管理会社は、販売及び買戻の目的で計算されるスーパー・マネー・マーケット・ファンドの受

益証券１口当たりの価格を、合理的に可能な範囲で、１米ドルに安定させる手続を確立してい

る。 

・ このポートフォリオに組み入れられた有価証券及びマネー・マーケット商品は、償却原価に基

づいて評価される。この評価方法は、商品を取得原価で評価し、その後は、金利変動が当該商

品の市場価値に与える影響に関係なく、ディスカウント又はプレミアムを満期まで均等償却す

る。この方法は評価に確実性を与えるが、償却原価により決定された価格が、その商品を売却

した場合にスーパー・マネー・マーケット・ファンドが受け取るであろう価格を上回る又は下

回る期間を生じさせることがある。 

・ 所有ポートフォリオは、市場価値を使用して計算したＮＡＶと償却原価に基づいて計算したＮ

ＡＶとの間に差異が存在するかどうかを判断するために、管理会社の取締役会により又はその
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指示により定期的に見直される。重要な希薄化あるいはその他の投資家又は現在の受益者に

とって不公正な結果となりうる差異が存在すると判断された場合、管理会社は、取締役会によ

り又はその指示により、必要かつ適切と考えられる調整措置を講じる。その措置には、キャピ

タル・ゲイン又はロスを実現させたりポートフォリオの平均満期を短縮するため、ポートフォ

リオ商品を満期日前で売却すること、分配金を保留すること、又は入手可能な市場価値を使用

して受益証券１口当たりＮＡＶを設定することが含まれる。 

 

全ポートフォリオ 

・ 現金は額面金額で評価される。 

・ マネー・マーケット商品等の流動性資産は償却原価に基づいて評価される。 

・ 特に未収利息、未収配当金、投資売却未収入金及びファンド受益証券販売未収入金を含む資産

は額面価額で評価される。 

・ 特に投資購入未払金、ファンド受益証券買戻未払金及び未払分配金を含む負債は額面価額で評

価される。 

 

(b）投資売却に係る実現利得及び損失 

 投資売却に係る実現利得及び損失は、平均原価法に基づき決定されている。 

 

(c）投資からの収益／費用 

 当ファンドは、以下の基準で投資からの収益を貸方計上する。 

・ 受取利息は毎日未収計上され、これには、定額法に基づくプレミアムの償却及びディスカウン

トの増価が含まれる。 

・ 銀行預金利息は発生主義に基づき認識される。 

・ 受取配当金は権利落日に計上され源泉徴収税控除後で表示される。 

・ 金利差異(以下「ＩＲＤ」という。)は、通貨ヘッジの過程から生じる、２つの類似する利付有

価証券間の金利の差異である。例えば、米ドル１ヶ月物金利が0.25％で、豪ドル１ヶ月物金利

が１％である場合、インプライドＩＲＤは0.75％である。外国為替市場の取引業者は、先物外

国為替レートの値付けの際にＩＲＤを利用している。ＩＲＤはプラス、ゼロ又はマイナスにな

る可能性がある。一部の管轄区域では、ＩＲＤを分配金に含めることは元本からの支払に相当

する場合がある。ＩＲＤは、損益計算書及び純資産変動計算書上の収益／費用として計上され

る。 

 

(d）金融デリバティブ商品 

 当年度において、当ファンドは多くの為替予約及び先物契約を締結した。未決済の為替予約及び

先物契約は決算日に契約を評価するため公正な市場価値で評価される。これら及び評価された未決

済の契約から生じる評価益／評価損は未実現純利益／（損失）に計上されるとともに、純資産計算

書の資産又は負債のいずれかに計上されている。 

未実現利益又は損失の純変動並びに為替予約及び先物契約の決済又は反対売買による実現純利得

又は損失は、損益計算書及び純資産変動計算書に表示されている。 

当年度中に、当ファンドは、ある商品から発生するリターンと他の投資から発生するリターンを

交換するスワップ契約を締結した。当ファンドはクレジット・デフォルト・スワップ（以下「ＣＤ

Ｓ」という。）を売建て又は買建てることができる。当ファンドがＣＤＳを売建て及び／又は買建

てる場合、信用事象（契約において事前に定められる。）発生時の偶発的支払いと引き換えに、一

連のプレミアムが当ファンドから支払われる又は当ファンドが受領する。このプレミアムはＣＤＳ
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のコストに含まれている。可能な場合は、スワップは第三者の価格決定業者から入手される日々の

価格に基づき時価評価され、実際のマーケット・メーカーと照合される。このような相場が入手で

きない場合、スワップはマーケット・メーカーによる日々の相場に基づき価格決定される。いずれ

の場合も、相場の変動は、損益計算書及び純資産変動計算書における未実現利益又は損失の純変動

として計上される。スワップの満期又は終了時の実現純利得又は損失及びスワップに関連して稼得

した利息は、損益計算書及び純資産変動計算書に表示されている。 

各ポートフォリオでは、組入証券について、株式市場又はその個々の業種において予想される通

常の価格下落の影響をヘッジするために、株価指数コール・オプションの売却及び株価指数プッ

ト・オプションの購入を行う場合がある。指数オプションは、契約当事者が、行使時又は割当時に、

指数の終値とオプションの行使価格との差額に所定の倍数を乗じた額の現金を支払う又は受領する

点を除き、有価証券オプションに類似する。株価指数オプションを利用したヘッジの有効性は、主

にオプションの原指数値の変動とポートフォリオのヘッジ対象部分の変動の間の相関度に左右され

る。とりわけ、転換証券に関する相関度は、組入証券の市場価値がその転換価値に起因する程度に

影響を受ける。未実現利益又は損失の純変動及びオプションの満期時又は反対売買時の実現純利得

又は損失は、損益計算書及び純資産変動計算書に表示されている。 

 

(e）外貨換算 

各ポートフォリオの名称となっている通貨以外の通貨建ての投資の原価は、購入日現在の実勢為

替レートで換算されている。各ポートフォリオの名称となっている通貨以外の通貨建ての投資及び

その他の資産の市場価値は、2018年１月31日現在のルクセンブルグにおけるポートフォリオの評価

時刻現在の実勢為替レートで換算されている。未実現利益又は損失の純変動並びに各ポートフォリ

オの名称となっている通貨以外の通貨建てのその他の資産又は負債の処分又は決済による実現純利

得又は損失は、損益計算書及び純資産変動計算書に表示されている。 

各ポートフォリオの名称となっている通貨以外の通貨建ての収益及び費用は、取引日現在の実勢

為替レートで換算されている。 

以下の為替レートは、2018年１月31日現在、インカム・ストラテジー・ポートフォリオ及びスー

パー・マネー・マーケット・ファンドに関して、各ポートフォリオの基準通貨以外の通貨建ての投

資、その他の資産及びその他の負債の換算に使用された。 

 

 通貨    米ドル

 カナダ・ドル    0.811260

 ユーロ    1.241151

 英ポンド    1.411700

 シンガポール・ドル    0.762835
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以下の為替レートは、2018年１月31日現在、グローバル・アロケーション・ポートフォリオ、世

界株式インカム・ポートフォリオ及びワールド・インカム・ポートフォリオに関して、各ポート

フォリオの基準通貨以外の通貨建ての投資、その他の資産及びその他の負債の換算に使用された。 

 

 通貨    米ドル

 豪ドル    0.810300

 カナダ・ドル    0.814133

 スイス・フラン    1.073710

 デンマーク・クローネ    0.167431

 ユーロ    1.246050

 英ポンド    1.417599

 香港ドル    0.127871

 イスラエル・新シェケル    0.293470

 インド・ルピー    0.015722

 日本円    0.009184

 韓国ウォン    0.000936

 メキシコ・ペソ    0.053701

 スウェーデン・クローナ    0.127532

 シンガポール・ドル    0.764497

 新台湾ドル    0.034311

 南アフリカ・ランド    0.084361

 

(f）合算財務諸表 

 当ファンドの合算財務諸表は米ドル建で表示され、異なる全ポートフォリオの財務諸表の合計を

含んでいる（訳者注：原文10ページ及び13ページの「BlackRock Global Investment Series 

Combined」の列を示している。）。 

 

(g）繰延創立費 

 繰延創立費は資産化され、定額法により５年間にわたって償却される。 

 2018年１月31日現在、すべてのポートフォリオは繰延創立費を償却済みである。 

 

(h）収益の平準化 

各ポートフォリオは、受益証券の販売及び買戻しのみを理由として受益証券１口当たり未分配投

資純利益が変動することを防止するために、平準化の会計慣行を採用している。これは、関連する

ポートフォリオの平準化勘定を維持することによって達成される。販売された受益証券の収入のう

ち受益証券１口当たり未分配投資純利益に相当する部分が平準化勘定に貸方計上され、買い戻され
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た受益証券の支払額のうち受益証券１口当たり未分配投資純収益に相当する部分が平準化勘定に借

方計上される。ポートフォリオによって宣言された分配金の一部は、過去に平準化勘定に貸方計上

された金額で構成される場合がある。投資家に報告される利回りには、純利益から支払われた金額

だけでなく平準化勘定から支払われた金額が含まれる場合がある。 

収益の平準化は、損益計算書及び純資産変動計算書の受益証券の増減に含まれている。 

 

(i）未履行ローンは、借主に対する当ファンドの残存債務である。 

2018年１月31日現在、インカム・ストラテジー・ポートフォリオは未履行ローン98,742米ドルを

有しており、純資産計算書の「未履行ローン債務」に開示している。 

 

(j）取引コスト 

取引コストとは、有価証券の取得、発行又は処分に直接起因する増分コストである。増分コスト

とは、企業が当該有価証券を取得、発行又は処分していなければ発生しなかったコストである。有

価証券は、当初認識時に市場価値で測定し、その取得又は発行に直接起因する取引コストを加算す

る。 

有価証券の売買に係る取引コスト（保管会社の取扱手数料を除く。）は、各ファンドの損益計算

書及び純資産変動計算書の実現純利得／（損失）又は未実現利益／（損失）の純変動に計上してい

る。保管会社の取扱手数料は、当ファンドの損益計算書及び純資産変動計算書の保管報酬に計上し

ている。詳細は注記８を参照。 

 

３ 管理会社 

ブラックロック・ファンド・マネジメント・カンパニー・エス・エーは、当ファンドの管理会社で

ある。 

管理会社は、運用規則に従い、対象受益者専用口座の当ファンドのポートフォリオを運用すること

に合意している。管理会社は、保管会社及び必要に応じてその他のエージェント(日本国内外の当

ファンドの受益証券の販売会社を含む。)を任命しており、販売会社の選任は総販売会社に委任して

いる。 

 ブラックロック・ファンド・マネジメント・カンパニー・エス・エーは、ブラックロック・グルー

プ内の完全所有子会社である。同社は金融監督委員会（Commission de Surveillance du Secteur 

Financier）（以下「ＣＳＳＦ」という。）により規制されている。 

 

４ 管理報酬及び販売報酬 

 当年度中に、当ファンドは管理会社に対し管理報酬を支払った。 

 管理報酬の水準はＮＡＶの0.45％から0.75％の範囲である。ただし、クラスＦ受益証券については

例外であり、管理報酬を支払わないが、別途の取決めに基づき投資顧問会社又は関係会社に報酬を支

払う。管理報酬の水準は、投資家がどのポートフォリオ及び受益証券クラスを購入するかにより異な

る。当該報酬は、関連するポートフォリオのＮＡＶに基づき日次で発生し、月次で支払われる。管理

会社は、投資顧問報酬を含む一定の費用及び報酬を管理報酬から支払っている。 

管理会社はまた、ブラックロック・インベストメント・マネジメント（ＵＫ）リミテッド（以下

「総販売会社」という。）との間で販売契約を締結している。総販売会社は、米国外での受益証券の

販売については、日本の販売会社（３ページから４ページ（訳者注：原文のページ）に開示）等の一

定の販売会社と契約上の取決めを締結する場合がある。 

販売報酬の水準はＮＡＶの0.25％から1.00％の範囲である。ただし、クラスＡＤ受益証券、クラス

Ｄ受益証券、クラスＦ受益証券及びインスティテューショナルＩ受益証券については販売報酬を支

払っていない。販売報酬の水準は、投資家がどのポートフォリオ及び受益証券クラスを購入するかに
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より異なる。当該報酬は、関連するポートフォリオのＮＡＶに基づき日次で発生し、月次で支払われ

る。 

各ポートフォリオの受益証券クラス１口当たりの管理報酬、販売報酬は、当ファンドの目論見書に

詳細が開示されている。 

スーパー・マネー・マーケット・ファンドのクラスＡ受益証券、クラスＢ受益証券及びインスティ

テューショナルＩ受益証券に関して、管理報酬、販売報酬及び管理調整報酬の放棄が行われた。 

 

５ 管理調整報酬 

 管理会社は、ブラックロック・オペレーションズ（ルクセンブルグ）エス・エー・アール・エル

（以下「ＢＲＯＬ」という。）との間で契約を締結しており、これに従ってＢＲＯＬは、管理会社の

取締役会の指示により、当ファンドのために一定の法人サービス及び管理調整サービスを提供する。 

 管理調整報酬の料率は、当ファンドの日々の平均ＮＡＶの年率0.025％である（クラスＦ受益証券

を除く）。 

 

６ 事務管理報酬 

 管理契約に従った全般的な事務管理業務（これらのサービスには通常の報酬が課される。）により

ルクセンブルグの本部において管理会社を支援するため、管理会社は、ルクセンブルグ Ｌ－1855 

ジェイ・エフ・ケネディ通り 49番（49, avenue J-F Kennedy, L-1855 Luxembourg）に所在するス

テート・ストリート・バンク・ルクセンブルグ・エス・シー・エーを、ルクセンブルグにおける事務

管理代行会社に任命した。 

 

７ 監査報酬 

下表は、デロイト・オーディット・エス・エイ・アール・エルに支払った2018年１月31日終了年度

の報酬の内訳である。 

 

    
2018年１月31日

ユーロ

監査業務及び監査関連業務（ＶＡＴを除く）    63,500

非監査業務    -

 

８ 保管報酬 

 管理会社は、ステート・ストリート・バンク・ルクセンブルグ・エス・シー・エーと保管契約を締

結している。 

保管契約は、費用又は分配金の支払いのためにトレーディング勘定又は営業勘定において保有する

現金（他の銀行において保持される場合がある。）を除く、当ファンドのすべての有価証券及び現金

を、保管会社が保有する、又は資金を継続的に管理する保管会社により承認された他の銀行の翌日物

コール勘定又は定期預金に管理会社が現金を入れている場合には保管会社の指図に従う旨を規定して

いる。保管会社は、当ファンドのために購入又は売却された有価証券の元本及びそれに係る収益の回

収、並びにこれに関する支払及び収入の回収に責任を負う。 

保管会社は、当ファンドの純資産に対し年率で表される通常の料率に従って、これらのサービスに

関する報酬を当ファンドに請求する。保管会社は１社以上の取引銀行を定める場合があり、保管会社

が米国における取引銀行を確保することが期待されている。この報酬は当ファンドが負担する。 
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９ 関連当事者との取引 

 管理会社、総販売会社、投資運用会社及び投資顧問会社の最終的な持株会社は、米国デラウェア州

で設立された会社のブラックロック・インクである。ＰＮＣファイナンシャル・サービシーズ・グ

ループ・インクは、ブラックロック・インクの大株主である。当ファンドのために有価証券の取引を

手配する際、ＰＮＣグループの会社が、有価証券仲介サービス、外国為替サービス、銀行サービス及

びその他のサービスを提供し、又は通常の条件により本人として行動し、これにより利益を得た可能

性がある。ブローカー及びエージェントに対する手数料は関連する市場の慣例に従って支払われてお

り、ブローカー又はエージェントが提供する大口取引その他による手数料の割引又は現金による手数

料の割戻しの利益は当ファンドに還元されている。ＰＮＣグループの会社のサービスは、手数料その

他の取引条件が関係する市場の系列外のブローカー及びエージェントのものとおおむね同様であり、

かつ、最良の最終損益を得るための上記の方針に一致していることを条件に、適切であると判断され

た場合に、投資顧問会社により利用される可能性がある。 

 当年度中、通常の業務範囲外のあるいは通常の取引条件外の重要な取引は行われていない。 

 

10 税金 

 現行のルクセンブルグの法律及び慣習に基づき、当ファンドはルクセンブルグにおける通常の所得

税又はキャピタル・ゲイン税を課されず、当ファンドにより支払われる分配金もルクセンブルグの源

泉徴収税の対象とならない。ただし、当ファンドは、2010年法（改正後）に従い年次税（taxe 

d'abonnement）の対象になっており、暦年の各四半期末現在のファンドのＮＡＶに対して年率0.05％

が課される（スーパー・マネー・マーケット・ファンド及び2010年法（改正後）第174条の意義の範

囲の機関投資家向けポートフォリオ又は受益証券クラスについては、年率0.01％の軽減税率が課され

る。）。2018年１月31日終了年度では、グローバル・アロケーション・ポートフォリオ及びワール

ド・インカム・ポートフォリオはルクセンブルグの税金を支払っていないが、これは既にルクセンブ

ルグの年次税の対象となっている他の集団投資に当ファンドが保有する資産について年次税の支払を

行っていないためである。 

 諸外国の税法に基づいて、利息、配当及びキャピタル・ゲインに対し、様々な税率で源泉所得税が

課される場合がある。 

 

11 分配金 

スーパー・マネー・マーケット・ファンド－純収益（未払費用控除後の発生利息収益）が各評価日

の分配金となり、１口当たりＮＡＶの日次の算定直前に記録されていた受益証券保有者を対象に、各

評価日現在発行済みの全受益証券に関して宣言される。これは、常に、ルクセンブルグ時間の昼12時

より前に決済された受益証券の申し込みについて、この日から当該受益証券が分配金の権利を得るこ

と、及び償還された受益証券は当該償還の決済日に宣言された日次の分配金を受け取る権利がないこ

とを条件としている 

関連する他のポートフォリオの純収益は、(i)発生利息、稼得した割引（当初発行時及び市場での

ディスカウント時の両方を含む。）又はその他の稼得した収益から、(ii)ポートフォリオの見積費用

（管理報酬を含む。）を控除した額で構成されている。宣言された各分配金について、管理会社の取

締役会は、その分配金を、未分配投資純利益から支払うか、実現及び未実現キャピタル・ゲインから

支払うか、またどれくらい支払うか、平準化勘定の貸方又は借方純額につきそれぞれ増額又は減額す

るかどうかを、決定することができる 

 

12 信用枠 

 2018年１月31日現在、インカム・ストラテジー・ポートフォリオは、ステート・ストリート・バン
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ク・アンド・トラスト・カンパニーの信用枠65,000,000米ドル（2018年３月28日に終了）を使用する

権利を有していた。2018年１月31日現在の借入引出額は、26,000,000米ドル（2017年度：25,000,000

米ドル）であった。ローン・コミットメント費用は、当該信用枠に関連して日次で費用計上し、損益

計算書及び純資産変動計算書に含めている。ローン・コミットメント費用の内訳としては、信用枠の

未使用部分に対しては0.15％、使用部分に対してはFED又はLIBORレート（いずれか高い方）にマージ

ン・スプレッド0.90％を上乗せした利率が課される。 

 

13 担保差入れ又は担保として提供されている有価証券 

 2018年１月31日現在、担保として提供されている又は受け取った有価証券はなかった。 

 

14 投資顧問会社 

 投資運用会社が全面的に責任を負うことを条件として、各ポートフォリオは投資顧問会社による投

資顧問サービスを受けている。投資顧問会社は、目論見書に記載の通り、ブラックロック・インベス

トメント・マネジメント(ＵＫ)リミテッド（以下「ＢＩＭ ＵＫ」という。）、ブラックロック・

ジャパン株式会社（以下「ＢＬＫＪＰＮ」という。）及びブラックロック・ファイナンシャル・マネ

ジメント・インク（以下「ＢＦＭインク」という。）である。 

投資顧問会社は、注記４に記載の通り、管理会社に対して支払われた管理報酬の中からそれぞれ支

払いを受ける。 

投資顧問会社はブラックロック・グループの一部を形成している。 

 

ポートフォリオ    投資顧問会社

グローバル・アロケーション・ポートフォリオ    ＢＬＫＪＰＮ

世界株式インカム・ポートフォリオ    ＢＩＭ ＵＫ

インカム・ストラテジー・ポートフォリオ    ＢＦＭインク

スーパー・マネー・マーケット・ファンド    ＢＦＭインク

ワールド・インカム・ポートフォリオ    ＢＬＫＪＰＮ

 

15 金融デリバティブ商品及び効率的なポートフォリオ管理手法 

 各ポートフォリオは、マーケット・リスク及び通貨リスクをヘッジするため、並びに効率的なポー

トフォリオの運用を目的として、デリバティブを利用することがある。 

デリバティブの利用は、ポートフォリオをより高いリスクにさらす可能性がある。特に、デリバ

ティブ契約はボラティリティが高くなる可能性があり、取引を開始するための当初証拠金の金額が通

常は契約規模よりも小さい。比較的小さな市場の変動が、標準的な債券又は株式と比較して大きな影

響をデリバティブに及ぼす可能性がある。 

詳細は特定のファンドの投資明細表を参照。 

 

16 現金担保 

当ポートフォリオは、多様な相手先とデリバティブ取引を行っている。為替予約の相手先は投資明

細表に示されている。 

 相手先の当ファンドに対するエクスポージャー又は当ファンドの相手先に対するエクスポージャー

をカバーするため、スワップに係る現金担保が支払われる又は受け取られる。純資産計算書のブロー



 

－  － 

 

 

30

カーに対する債務／債権は、ファンドの清算ブローカー及び様々な相手先に対して支払われる／相手

先から受け取った現金担保で構成されている。2018年１月31日現在、ファンドの清算ブローカー及び

様々な相手先に対して支払われた／相手先から受け取った現金担保及び証拠金はなかった。 

 

17 取引コスト 

 投資目的を達成するために、ポートフォリオは、投資ポートフォリオに係るトレーディング活動に

関する取引コストを負担する。下表に開示されているのは、2018年１月31日終了年度における各ポー

トフォリオについて個別に識別可能な取引コストである。これらには委託費用、決済手数料、ブロー

カー手数料及び保管会社手数料が含まれている。 

 

ポートフォリオ  通貨  取引コスト

グローバル・アロケーション・ポートフォリオ  米ドル  －

世界株式インカム・ポートフォリオ  米ドル  86,406

インカム・ストラテジー・ポートフォリオ  米ドル  831

スーパー・マネー・マーケット・ファンド  米ドル  －

ワールド・インカム・ポートフォリオ  米ドル  －

 

すべての取引コストが個別に識別可能とは限らない。債券投資、為替予約取引及びその他のデリバ

ティブ契約に関しては、取引コストは投資の取得価格及び売却価格に含まれている。これらの取引コ

ストは個別に識別可能ではないが、各ポートフォリオのパフォーマンスに取り込まれている。 

 

18 後発事象 

 年度末後に発生した重要な後発事象はなかった。 

 

19 訴訟 

 2015年５月、モーターズ・リクイデーション・カンパニー・アボイダンス・アクション・トラスト

は、ゼネラル・モーターズの破産財産の信託管理人及び管財人として、米国ニューヨーク州南部地区

破産裁判所において、ゼネラル・モーターズの一定の債券（以下「当債券」という。）の過去の保有

者に対する訴状の送達を開始した。当訴訟の被告である当債券の過去の保有者には、ブラックロッ

ク・グローバル・インベストメント・シリーズ－インカム・ストラテジー・ポートフォリオ（以下

「ＩＳＰ」という。）が含まれている。ＩＳＰに加えて、当訴訟では、多数のブラックロックのファ

ンドを含む500超の他の機関投資家が被告とされている。被告は、支払にあたり全額保証されるとい

う条件で当債券につき全額の支払いを受けている。原告は、ＩＳＰとその他の被告は2009年の支払い

時点で保証された債権者ではなく、全額の支払いを受ける権利はなかったと主張している。原告は、

ＩＳＰとその他の被告に対する、当債券の元本及び利息として2009年に受け取った全額の返還命令を

求めている。ＩＳＰは訴訟の結果又はＩＳＰの純資産価額への影響（存在する場合）を予測すること

ができないため、本件に関連する訴訟に関する負債は財務諸表に反映されていない。 

 

 



 

－  － 
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付録Ⅰ－受益証券クラス（無監査） 

発行済受益証券クラス 

 2018年１月31日現在、当ファンドは以下の受益証券クラスを提供している。 

 

 クラスＡ 

 豪ドル建クラスＡ分配型受益証券 

 ユーロ建クラスＡ分配型受益証券 

 米ドル建クラスＡ分配型受益証券 

 シンガポール・ドル建クラスＡ分配型受益証券（ヘッジ有） 

 豪ドル建クラスＡ無分配型受益証券 

 日本円建クラスＡ無分配型受益証券 

 米ドル建クラスＡ無分配型受益証券 

 クラスＡＤ 

 米ドル建クラスＡＤ分配型受益証券 

 クラスＢ 

 米ドル建クラスＢ分配型受益証券 

 クラスＣ 

 米ドル建クラスＣ分配型受益証券 

 クラスＡ受益証券 

 米ドル建クラスＡ分配型受益証券 

 クラスＢ受益証券 

 米ドル建クラスＢ分配型受益証券 

 クラスＦ1 

 米ドル建クラスＦ分配型受益証券 

 インスティテューショナルＩ受益証券1 

 米ドル建インスティテューショナルＩ分配型受益証券 

 クラスＪ 

 米ドル建クラスＪ分配型受益証券 

1
 機関投資家が利用可能 



 

－  － 
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販売開始した受益証券クラス 

当年度に販売開始した受益証券クラスはなかった。 

 

販売終了した受益証券クラス 

当年度に販売終了した受益証券クラスはなかった。 



 

－  － 
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ブラックロック・グローバル・インベストメント・シリーズ 

受益者各位 

 

法定監査人の監査報告書 

財務諸表監査に関する報告 

 

監査意見 

私たちは、ブラックロック・グローバル・インベストメント・シリーズ（以下“ファンド”とい

う。）及びその各サブファンドの財務諸表、すなわち2018年１月31日現在の純資産計算書、投資明細

表、並びに同日に終了した年度の損益計算書及び純資産変動計算書、重要な会計方針の要約を含む財務

諸表に対する注記について監査を行った。 

私たちの意見では、添付の財務諸表は、財務諸表の作成に関するルクセンブルグの法令の定めるとこ

ろに準拠して、ブラックロック・グローバル・インベストメント・シリーズの2018年１月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了した年度の経営成績及び純資産の変動を、真実かつ公正に表示してい

る。 

 

監査意見の根拠 

 私たちは、監査専門家に関する2016年７月23日付法律（以下「2016年７月23日法」という。）及び金

融監督委員会（Commission de Surveillance du Secteur Financier）（以下「CSSF」という。）がル

クセンブルグ向けに採択した国際監査基準（以下「ISA」という。）に準拠して監査を行った。本法及

び基準のもとでの私たちの責任は、本報告書の「財務諸表監査に対する法定監査人の責任」区分に詳述

されている。私たちは、CSSFがルクセンブルグ向けに採択した国際倫理基準審議会の定める倫理規程

（IESBA Code）及び私たちの財務諸表監査に関連する倫理上の要求事項に基づきファンドに対する独立

性も保持しており、また、これらの倫理規程及び要求事項で定められるその他の倫理上の責任を果たし

た。私たちは、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している 

 

その他の情報 

 ファンドの管理会社の取締役会は、その他の情報に対して責任を有している。その他の情報は年次報

告書に記載される情報で構成されるが、その他の情報には財務諸表及び財務諸表に関する私たちの法定

監査人の監査報告書は含まれない。 

 財務諸表に関する私たちの意見の対象範囲には、その他の情報は含まれておらず、私たちは当該その

他の情報に対していかなる形式の保証の結論も表明しない。 

 財務諸表監査における私たちの責任は、その他の情報を通読し、通読の過程において、その他の情報

と財務諸表及び私たちが監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか、又はそのような重

要な相違以外に重要な虚偽記載の兆候があるかどうか考慮することにある。私たちは、実施した作業に

基づき、その他の情報に重要な虚偽記載があると判断した場合には、当該事実を報告することが求めら

れている。私たちは、その他の情報に関して報告すべき事項はない。 

 

 



 

－  － 
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財務諸表に対するファンドの管理会社の取締役会及び統治責任者の責任 

 ファンドの管理会社の取締役会は、財務諸表の作成に関するルクセンブルクの法令の定めるところに

準拠して財務諸表を作成し適正に表示すること、及び不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸

表を作成するためにファンドの管理会社が必要と判断した内部統制に対する責任を有している。 

 財務諸表を作成するに当たり、ファンドの管理会社の取締役会は、ファンドが継続企業として存続す

る能力を評価し、継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任を有す

ること、また、ファンドの管理会社の取締役会がファンドの清算若しくは事業停止の意図があるか、又

はそうする以外に現実的な代替案がない場合を除いて、継続企業を前提とした会計処理を適用する責任

を有している。 

 

財務諸表監査に対する法定監査人の責任 

 私たちの監査の目的は、全体としての財務諸表に、不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどう

かに関する合理的な保証を得て、監査意見を含む法定監査人の監査報告書を発行することにある。合理

的な保証は、高い水準の保証であるが、2016年７月23日法及びCSSFがルクセンブルグ向けに採択した

ISAに準拠して行った監査が、すべての重要な虚偽表示を常に発見することを保証するものではない。

虚偽表示は、不正又は誤謬から発生する可能性があり、個別に又は集計すると、当財務諸表に基づく利

用者の経済的意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。 

 私たちは、2016年７月23日法及びCSSFがルクセンブルグ向けに採択したISAに準拠して実施する監査

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持し、また、以下を行う。 

・ 不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別、評価し、当該リスクに対応した監査

手続を立案、実施し、監査意見の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。不正による重要

な虚偽表示リスクを発見できないリスクは、誤謬による重要な虚偽表示を発見できないリスクより

も高くなる。これは、不正には、共謀、文書の偽造、取引等の記録からの除外、虚偽の陳述、及び

内部統制の無効化が伴うためである。 

・ 状況に応じて適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を理解する。ただし、こ

れは、ファンドの内部統制の有効性に対する意見を表明するためではない。 

・ 取締役会が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに取締役会によって行われた会計上

の見積りの合理性を評価し、関連する開示の妥当性を検討する。 

・ 取締役会が継続企業を前提とした会計処理を適用することが適切であるかどうか、また、入手した

監査証拠に基づき、ファンドが継続企業として存続する能力に重要な疑義を生じさせるような事象

又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうかを結論付ける。重要な不確実性が認められ

る場合は、法定監査人の監査報告書において財務諸表の開示に注意を喚起すること、又は重要な不

確実性に関する財務諸表の開示が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見を表明する

ことが求められている。私たちの結論は、法定監査人の監査報告書日までに入手した監査証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、ファンドは継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。 

・ 開示を含めた全体としての財務諸表の表示、構成及び内容を検討し、財務諸表が基礎となる取引や

会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。 

 私たちは、特に、計画した監査の範囲とその実施時期、及び監査の実施過程で識別した内部統制の重

要な不備を含む監査上の重要な発見事項について、統治責任者に対して報告を行っている。 

 

 

 



 

－  － 
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公認の監査法人デロイト・オーディットを代表して 

 

（署名） 

クリスチャン・ヴァン・ダーテル、法定監査人、 

パートナー 

 

2018年５月25日 

 

 



 

－  － 
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－  － 
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－  － 
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Ⅴ．お知らせ 

●投資対象ファンドの投資方針の変更について 

 投資対象ファンドの投資方針が変更されました（2017年７月31日および2017年12月８日に効力

発生）。変更後の投資対象ファンドの投資方針については、前記「ポートフォリオの運用方法」

をご参照ください。 
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